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”Ｓ Ａ 活動の灯は絶対に消さぬ”

開かれた魅力ある組織の構築 急務

ＳＡ連協 理事長 和佐義顕 (いけだ 19 期・都市環境)

あっという間の一年間でした。いろいろあ

りました。会員さんは勿論、理事、役員の各

位には役割分担をしながら、それぞれに十分、

各立場において、その意を汲んで計画を達成

して頂いたことに感謝します。

今年は、昨年までの運営等の反省や、声な

き声の要望を考えながら、スタートしました。

まず、基本姿勢として、主体的に行動する

“動”というキーワードでもって、行動する

連協を打ち出しましたが、どうだったでしょ

うか。全理事の皆様に三つの委員会のどれか

に参画頂くことにしましたが、全体行動につ

ながりましたでしょうか。今後の各理事各位

の意識向上に期待します。

これまでの受身体質では、遅れをとること

から、具体的活動として、渉外委員会でのプ

ロジェクトチームの編成による個別対応に一

定の効果を見ることが出来ると思います。特

に、認定証の申請にＳＡ連協も高大と共に作

業を進めました。果たして、修了生の意識は

どうだったか気になる所ですが。渉外委員会

のプロジェクト担当のご苦労に謝意を表しま

す。

連協内、各地区相互の交流を図る目的での

ブロック交流も２年目でありました。歌体操、

おもちゃの部会それぞれとの連携で、各ブロ

ックとも理解が進み、来年にもつながって行

くでしょう。

ＳＡ活動の広報として、大阪アクティブシ

ニアフェア 2010 と高大の文化祭への参加も

例年同様に行いました。しかし、その労力対

効果には、かなり気になりますが、来年から

は大きく変わるでしょう。

部会活動は、新しく都市環境部会の立ち上

げ、ＨＰ部会では、連協ホームページから、

ブログへの展開に関心が移り、今後の各地区

からの活動記事に反映してくることが期待さ

れます。福祉ＩＴ部会では、授産施設の新規

掲載が徐々に増えてきており、地区への働き

かけもあわせて活発になり、大阪府の介護室

でもＳＡとしての評価も高い活動です。

このように、さまざまな取り組みを進めて

まいりましたが、特筆すべきこととして、高

大との募集要項やカリキュラム等のやり取り

の中で、ＳＡに対する考えに危機感を覚え、

「ＳＡあり方委員会」を立ち上げ、４回にわ

たり、役員、ブロック幹事等の各位と意見交

換を行いました。ほとんど、現状問題の把握

で終始しましたが、この先、どの様に変えて

いくか結論は見えません。

昨今の高大での受講生の動向を見る限りで

は今後、ＳＡにおける会員数の先細り等、組

織の弱体化は避けられません。今日までのＳ

Ａ活動の灯は、絶対に消してはならないとい

うこだわりの中で、広く開かれ、かつ、魅力

あるＳＡ 組織の構築が急がれます。

無縁社会、高齢社会の現下において、今一

度、私達の活動の果たすべき役割を考えたい

と思います。
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Ｓ Ａ 連協 今年の活動振り返り

ＳＡ連協事務局長 小川 忠夫

（吹田 18 期・世代間交流）

今年の活動は昨年度の活動の継続であり、

特段、目新しい活動はできなかったのではな

いかと思っています。しかしながら、それぞ

れの活動を革新して前向きに活動できたので

はないでしょうか。

◆ホームページ部会

特に今年目立ったのはホームページ部会

（ＨＰ部会）であり、これには地区ＳＡの積

極的な参加があり、画面が刷新できて、はつ

らつとした活動ぶりが、地区ＳＡの多くのブ

ログに現れています。ＨＰの活動は継続的な

更新が不可欠で、これがなされないと、活動

そのものが停滞していると誤解されます。い

くら活発な活動をしていても、何ヶ月も前の

活動がそのまま掲載されていると、その間、

活動していないように思われます。ＨＰの大

切さがよくわかります。

ＨＰで、もう一つ重要なことは、行政をは

じめ、全国規模で注視されていてＳＡ連協、

地区ＳＡの活動ぶりが発信されます。思いも

かけない誤解を生むこともあり、ＳＡ連協の

活動が正しく伝わらないとするならば残念な

ことです。その観点からしても、今年のＨＰ

の活動は的を射た活動であったと思っていま

す。

◆その他の部会活動

福祉ＩＴ・おもちゃ・歌体操は昨年に引き

続きの活動でしたが、それぞれに昨年の活動

を上回る活動であったと思います。特におも

ちゃの活動は、初めてブロック別に交流会を

中心にした各地のイベントに参加するなど、

充実した活動展開になったと思っています。

歌体操は昨年の北ブロックの吹田に引き続い

て、歌体操フェスタを南ブロックの堺で開催

できて大変よかったと思っています。従来大

きなイベントはどうしても、北ブロックや大

阪市内で行われていましたが、今回、南ブロ

ックで開催されたことは大きな成果であった

と思っています。福祉ＩＴの活動も年々活性

化され、今年の高大文化祭での授産施設の販

売品の売り上げも目を見張るものがあり、活

動の成果が出たものと喜んでいます。環境部

会は新しく活動を開始し、今後の活動ぶりが

注視されます。

◆活動活性化の要因

今年の活動が当初計画していたものより、

大きな活動になったのは二つの要因があった

と感じています。

一つの要因は、ＳＡ連協の理事会での理事

全員によるブロック交流会で議論したことで

あります。このことにより、各理事の北・中・

南と分かれて行った歌体操・おもちゃの活動

に積極的に参加いただいて盛り上げていただ

いたことが大きかったと思っています。

もう一つの要因は、それぞれの活動に、助

成金が使われ、いろいろな行事ができたこと

だと思っています。歌体操やおもちゃのブロ

ック活動も、この助成金をうまく使うことに

よって活発に行うことができましたし、複数

の研修会にも有効に使うことができて、活動

の側面を支えたと思っています。特に、おも

ちゃの大阪府地域福祉基金による助成金は継

続して４年間受給できる特別な助成金であり、

今後もこの助成金を使いながら、さらに活動

を活性化させていくことができると思ってい

ます。

ＳＡ連協の活動は年々活発化していくと考

えがちですが、現実は必ずしもそうではなく、

多くの問題点や課題を抱えています。その最

大のものは、高大のＳＡ講座の受講者の減少

により、新たな人材の供給源が先細りして、

将来的には非常に危機的事態も予想されます。

ＳＡ連協、地区ＳＡとしても新たな活動の展

開を思い切って実施していくことが求められ

ていると思います。会員資格の見直しや魅力

あるＳＡの活動を展開することによって、新

しい人材を得ることが今後のＳＡ連協の活動

の決め手になると思っています。
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渉外担当としての思い

計画、実行の所感

渉外委員長 大川正彦（藤井寺 18期 国際交流）

ＳＡ組織の存亡の危機感を感じ、ＳＡファ

ンづくりの計画・実行をプロジェクト組織で

行いました。思った以上にＳＡ講座、ＳＡ組

織の変化、弱体は進んでおり、根が深くカン

フル剤では効かず、漢方薬で根気強く続ける

ことが大事と実感しました。

ＳＡファンづくり（昨日の人・今日の人・

明日の人）対策を振り返ってみると―

①昨日の人ファンづくり（21 年度修了生）

に対しては修了後の縁をつなぐため、また、

認定申請業務を受け付けることでＳＡへの入

会率の把握、引き続き各地区から入会を推進

するチャンスをつくる。おおむね計画通りの

成果をあげているが、22 年度修了生の現状入

会率をみると、23 年度は非常に厳しい状況が

見える。

②今日の人ファンづくり（22 年度修了生）

に対して現役受講生に太いパイプを持つ。早

めのスケジュールを仕掛け２回の交流会、文

化祭、現役から地域活動への参加呼びかけを

行いましたが、入会率は２月現在、50％未満、

価値観（高大の修了生でＳＡの修了生でない）

Ｓ Ａ 講座の意義は社会貢献リーダーの養成

受講生の減少 現状を見据え講座に工夫

大阪府高齢者大学校理事長 長井 美知夫

私たちは皆さんと一緒に大阪府から高大の事業を引き継ぎました。なかでも、社会貢献事

業の発展のためにＳＡ関係の２教科を重視してきました。理由は、いまさら私が申しあげる

までもなく、社会貢献事業を発展させるためのリーダー養成の意義を強く意識したからで

す。

しかし、現実は厳しく、当初から受講生の募集は困難を極めました。皆さま方の並々なら

ぬご協力により、何とか充足してまいりましたが、最近では事柄の性格上、そういう努力も

必要不可欠のことではあるが、それだけに甘んじず、視点を変えて考えてみることも大切だ

と考えるようになりました。すなわち、角度を変えて考えると、受講生の意識の現実と私た

ちの授業カリキュラムのあり方の間にズレがあるのではないかと考えての模索から始めま

した。そんなことから、今年度はインターンシップ制を始めました。この結果は、今年度を

終えると分かりますが、それとは別に講座を出口から考え直してみたいと思います。

すなわち、卒業後の地域での具体的な活動の姿です。この点では、社会福祉協議会がもっ

とも守備範囲が広く経験も豊かだと思います。そこで、大阪府社会福祉協議会と協議し、今

年度から全面協力の体制と府社協からの理事派遣を要請しました。そこから新しい突破口を

見出したいと思います。また、この体制・新しい活動のスタイルは、高大のみならず、これ

から新しいＮＰＯ法人としての活動を始める大阪アクティブシニア協会でも、実施していき

たいと考えています。

もし、このスタイルを持つ活動が成功すれば、社会の発展にともない従来の活動から新し

い分野と活動スタイルを求められている現在、それにふさわしい活動をはじめることになる

と確信しています。是非、この私たちの取り組みにご注目いただき、共に活動できればと願

ってやみません。皆さん、今後ともよろしくご教導ください。
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の違いか非常に厳しい。対策として全科目説

明会、申込会を設けるが、チャレンジに終わ

る。新しい戦略、戦術が必要と感じる。

③明日の人ファンづくり（23 年度受講生）入

り口で多くの受講生にＳＡコースを選んでも

らうための対策。募集要項の変更、高大との

検討でＳＡコースの差別化。レイアウト、特

記、プログラム内容の変更、インターンシッ

プ、ワークショップの導入強化、対策済みの

受講生募集パンフレットなど。地区ＳＡあげ

ての一声運動、等々考えることはやったつも

りが、２月 15 日の募集締切では、ＳＡ２コー

スは 30 名を割る結果で、開講が危ぶまれるこ

とになり、大きな課題を残すことになった。

＜個人的見解＞

高大校修了生２期:22 年度の実態を踏まえ

新しい戦略、戦術は会員一人ひとりの自覚と

実践ではないかと思う。具体的には①会員一

人ひとり初期のＳＡとのかかわりを思い出し、

いかにあるべき考える②地区ＳＡの現状を見

直し、短期、中期のシミュレーションを描き、

現行会員の退会を防ぐため、魅力ある会の運

営、新しい会員の確保、待っていてはこない

現状、自ら広くオープンな会員の確保（会則

変更）。また、会役員の人材育成で会の活性化

が必要ではないか③本部連絡＝各地区からの

推薦代表が運営できる体制の構築（各地区会

員がこのことを自覚）このための会則、会議

のあり方、組織のあり方の改革、改善の理解

がないと地区を支える本部連協体制はできな

いと思われる。

ＨＰ の整備とブログの活用

福祉 IＴ 活動地域の拡大

広報委員長 石川和男（大阪 19期 地域活動）

昨年は 20 周年記念誌発行という大事業を

無事終了しました。本年はホームページの整

備と福祉ＩＴの活動場所の拡張を目標として

スタートしました。

＜ホームページ部会＞ 連協のホームペー

ジをアクセスしてみますと、多くの地区で何

年も内容が更新されていない実態が明らかに

なり、前田部長にホームページの更新の推進

を依頼しました。

ホームページ部会では方式を変更し、ブロ

グ方式を採用することとして勧めることに決

定し、皆さんに呼びかけ、講習会を 10 回開催

しました。お陰さまで、皆さんの関心がたか

まり、多くの方々が参加され、ようやく各地

でホームページの更新とブログの開設が行わ

れ、また、使い勝手も非常に良くなったと好

評でした。今後、皆さんが、いま以上にホー

ムページやブログを活用され、会員の皆さま

や一般の人に読まれるように推進したいと考

えています。なお、来期はできますれば、パ

ソコン教室を開催したいと考えています。

＜福祉ＩＴ部会＞ 榎本委員長の方針でシ

ステムの更新を行い、本部での講習会を、ま

た、各地区での講習会を行ってまいりました。

支援する授産施設（福祉事業所）もメンバー

の活動により各地区で徐々に増加し、地道な

努力が実っています。今後もみなさんの支援

を受けて授産施設の拡大活動を行います。

＜広報誌部会＞ 昨年、20 周年記念誌を発

行しましたが、今年は広報誌の内容を『ＳＡ

連協は何処へ』をテーマにそれぞれの立場で

投稿を依頼して年間２回発行しました。いま

ＳＡ連協はＳＡ連協そのものの存在意義、高

大との関係、委員資格のあり方など、いろい

ろなことが曲がり角にきています。皆さんに

ご忌憚のない前向きなご意見を出して頂き、

次のＳＡ活動につなげられたらとの思いで、

編集を進めて行きます。

編
集
会
議
の
広
報
部
員
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福祉夢ひろば

―今年度の活動を振り返って―

福祉ＩＴ部会長 榎本 龍彌（いけだ 21 期・福祉ＩＴ）

福祉ＩＴ部会は、障がいを持った方たちが

作った製品（授産製品）を紹介するサイト

「福祉夢ひろば」

（http://fukushi2yume.web.fc2.com）

を運営しています。今年度のトピックスを紹

介いたします。

掲載施設の広がり：掲載している授産施設

（福祉作業所）は、今年度新たに 6カ所掲載

し、2011 年 2 月 15 日現在で 15 カ所に達しま

した（図参照）。北ブロックでは、摂津市のサ

ポーターのご尽力により、今年度 3カ所を掲

載する運びになりました。摂津市社会福祉協

議会とも相互にリンクを張っています。南ブ

ロックでは、泉州南の部会員のご努力により、

熊取町の施設を掲載することになりました。

私たちの活動は大阪府内全域を目指していま

すが、北は池田市から南は熊取町まで広がり

ました。

授産製品の展示・即売：授産製品はサイト

での紹介だけではなく、イベント時に展示・

即売を例年行っています。昨年 12 月にビッ

グ・アイで開催された高大文化祭で、部会員

の無償ボランティアで 3カ所の施設の授産製

品を展示・即売し、多額の売上げで授産施設

に喜ばれました。

サイトのリニューアル：外部の多くの方々

にサイト「福祉夢ひろば」をアクセスしてい

ただけるように、専門家によるホームページ

診断を受け、指摘された改善項目のいくつか

を織り込んで、サイトのリニューアルを 2011

年 2 月に行ないました。外観上はあまり変わ

っていませんが、内部の作りは大幅に変えま

した。お陰さまで、「授産製品の紹介」で検索

を行うと、トップに出てきます。

「ＳＡとよなか」との協働：2009 年 8 月に

「ＳＡ高槻」の例会で、本部会の活動を紹介

させていただき、これを契機に高槻地区での

「福祉夢ひろば」活動が活性化しました。本

年度は 2010 年 10 月に「ＳＡとよなか」の例

会で本部会の活動を紹介させていただき、「Ｓ

Ａとよなか」とのコラボレーションにより、

豊中市社会福祉協議会を介して授産施設の団

体「なかま」に私たちの活動を紹介する場を

持たせていただきました。その結果、3 カ所

の施設から掲載の希望が寄せられ、これらを

訪問して覚書の内容と掲載に必要な資料の内

容を説明し、現在ページを鋭意作成中です。

障がいを持った人たちへの福祉ボランティ

ア活動「福祉夢ひろば」に興味をお持ちの地

区ＳＡと連携の輪を広げていきたいと思って

います。是非、声を掛けてください。

地域の授産施設への訪問、「福祉夢ひろば」

に掲載する記事の取りまとめ、各施設のペー

ジの作成と更新、このサイトを広めるために

関連機関との折衝など、多くの活動が必要で

す。地域の授産施設を訪問できる方、ＨＰ用

のデジタル写真を撮影・編集できる方、ホー

ムページの作成・更新ができる方、これらが

できなくても、少しでも障がいを持った人た

ちの役に立ちたいと思われている方は是非部

会に参加してください。

部会だより

福祉ＩＴ部会

2011 年 2月末現在
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18地区でブログが

スタートしました！

ホームページ部会長 前田 正勝（大阪 20期･福祉ＩＴ）

地区の活動状況をブログで紹介する「活動ブ

ログ」が１８の地区でスタートしました。昨年

７月から始めたブログ勉強会にＨＰ部会のメン

バーが熱心に参加され、月約３０本の記事を発

信するまでにパワーアップしました。

今回の「ＨＰ部会 部会だより」では、

（１）１－２月の発信記事のタイトル一覧

（２）ＳＡの活動内容がひと目でわかる

「検索」のしかた

をご紹介します。地区のパワーが結集したブロ

グの世界を誌上でも実感ください。

（１） １－２月の発信記事のタイトル一覧

ようこそシルバーアドバイザー高槻ブログへ
・ＳＡ高槻 ３月 ４月行事活動予定表
・男の料理教室（２月１７日）
・総合福祉フェア
・男の料理教室（１月２０日）
・ＳＡ高槻幹事会開催される
・高槻の歴史紹介します。
・今年も元気にスタートいたします。

シルバー・アドバイザー茨木の活動予定と報告
・イベント活動予定 （23年2月21日～3月31日）
・定期活動予定（２月～３月）
・活動報告 (02/14)

ふれあい吹田
・園芸福祉ボランティア風景

・新年の挨拶

ＳＡとよなか 活動報告
・２０１１年３月 新企画

お自慢の会“イランについて知りたくないですか”
池田さつき山ウォーキングとラーメン講習会

シルバーアドバイザーいけだのブログ
・ブログ研修の第２回（復習）を行いました
・不思議なカードを作りました！
・さつき科学フェア「紙ヒコーキを作ろう」
・新春ボランティアの集い
・新年のご挨拶

ＳＡ箕面・豊能
・はじめまして

大阪市ＳＡ連協 活動ブログ
・ボランティア活動発表会日程変更のお知らせ
・ディスコン大会
・新年会

ＳＡ連協 ＳＡひらかた(枚方市)の活動ブログ
・祝：枚方市長表彰
・ＳＡひらかた２月予定
・おもちゃ作り活動事例
・ＳＡひらかた１月予定

ＳＡ寝屋川連絡会
・小学校”チャレンジクラブ”授業に手作りおもちゃ
で参加
・行事のお知らせ ２０１１・２月
・ふれあい活動「紙芝居」
・今年も元気にスタートしました

部会だより

ホームページ部会

ＳＡ連協だより 平成 23 年 3 月発行（６）



七夕伝説 星のまち 交野
・今年始めてのおもちゃ作り
・今年最初のおもちゃ作り いきいきランド

ＳＡ守口の活動ブログ
・「隣のトトロ」の各キャラがわかりますか？
・我が精鋭部隊です

ＮＰＯ法人 ＳＡ門真の会
・新年初の定例会・楽しい余興付き新年会
・月出町「ふれあいサロン」おもちゃ作り

シルバーアドバイザー松原会
・平成23年3月の活動予定
・最近の活動
・歌体操同好会のご報告

シルバーアドバイザー（SA）藤井寺の活動ブログ
・2011年2月行事予定
・2月定例会議
・健康体力教室第1回会合
・みささぎ会で利用者の方々と体操・お手玉・合唱
・2011年1月行事予定
・みささぎ会で利用者の方々と体操・お手玉・合唱
・新年昼食会
・1月定例会議

シルバーアドバイザーはびきの活動日誌
・最近の主要活動内容
・新年互礼会「春の宴」 おもちゃ作り指導 伝承昔
あそび体験の指導
・冬休みこども企画「手作りおもちゃ教室」
・羽曳野市第41回市民体育祭

自然豊かな河内長野からの情報です！
・千早赤阪村のすいせんの丘
・天見子ども自然とあそびの教室

「焼いもとトンネルシアタ」
・新年あけましておめでとうございます。

いずみＳＡへようこそ
・はじめまして

ようこそＳＡ泉州南のブログへ！
・各グループの活動予定（平成２３年２月度）
・各グループの活動予定（平成２３年３月度）
・平成２３年 ２月度定例会議録・
・平成２３年１月度定例会議録
・新年の誓い

（２） ＳＡの活動内容がひと目でわかる

「検索」のしかた

早い地区では昨年１０月ぐらいからブログがスタ

ートしています。現在、府ＳＡ連協全体で約２００

の記事が掲載されており、これに毎月３０記事ぐら

いが追加されています。

ＳＡがどんな活動をしているかが一目瞭然になっ

ています。

さらに検索サイトで検索をすると、より詳しい内

容が府ＳA 全体の活動として表示されます。１８地

区の活動内容が、府ＳＡ全体の活動として横ぐしさ

れて紹介されるわけです。

一例として検索サイトのグーグルで「ＳＡ おも

ちゃ ＦＣ２」で検索した例を紹介します。いけだ、

高槻、寝屋川、門真、ひらかた、泉州南などで「お

もちゃ」をツールにボランティア活動した記事がズ

ラリと表示されています。

仲間同士でも他の地区でどんなことをしているか

参考になりますし、また外部のかたへの紹介ツール

にもなりますので、「ＳＡ ○○○（検索したい言

葉） ＦＣ２」の検索をご活用ください。

＜グーグルでの検索例＞

ＳＡ連協だより 平成 23 年 3 月発行（７）



―羽曳野市・友好交流都市協定 15 周年―

ウィーン市・ヒーツィング 訪問団の一員として参加

ＳＡはびきの 松田 嘉威（19 期・健康増進）

2010 年は羽曳野市とオーストリア共和国ウィーン

市13区ヒーツィングとの友好交流都市協定15周年に

なります。これを記念して市ボランティア連絡協議会

のメンバー有志、13名の訪問団の一員として参加いた

しました。日程は 8 月 25 日から 31 日の１週間です。

ルネッサンス・ウイーンホテルに連泊して、多方面に

わたり訪問活動をしました。昨年来日された区長・ゲ

ルストバッハ氏をはじめ助役、事務局長ほか多数の

方々に温かく歓迎されました。羽曳野市長の親書と日

本の織物の飾りを贈呈し、13名による銭太鼓を、有名

なラデツキー行進曲とともに披露いたしました。大変

喜ばれた区長は、今まで数多くの日本人がわが国を訪

れたが、ボランティア団体の訪問は初めてであり、市

民交流は意義あることであり、感銘を受けたとのこと

でした。

2 日目は幼稚園を訪問、持参した折り紙のコマを自

分で作り、回すと、子供たちは面白くなり時間の経つ

のを忘れていました。次に、カリタスセンターで期限

切れに近い商品、野菜、果物をスーパーなど物販店か

ら一箇所に集配し、（運搬車もボランティアのメンバー

により手配する）基地内で食用にできる物、廃棄する

物、鳥に与える物など仕分け作業に従事しました。3
時間位で汗だくです。午後、教会で低所得者に配分す

る様子を見学しました。数量に関係なく、1 ユーロで

すべて配分していました。数ある資源を大切に、また、

お金 1 ユーロでも参画している風土を学びました。3
日目は老人施設の見学と、園庭で銭太鼓を披露し、ご

老人たちは名誉あるラデツキー行進曲に感激していま

した。立派な公立老人ホームで400人ほど収容の5階

建て、1ルーム式です。15年以上税金と年金を納めて

いると無料とのことです。老人が生き生きしています。

残りの日程は世界遺産のシェーンブルン宮殿（ハプ

スブルク家 600 年の宮殿)ウィーンの森のベートーベ

ン記念館（遺書の家）、オペラ座、ドナウ河クルーズな

どを見学、体験しました。ウィーン市内は交通網が非

常に便利で地下鉄、トラム（路面電車）、バスがあり、

72 時間フリーパス券を 12 ユーロで購入、自由に行動

する時間もありました。シェーンブルン宮殿へは 3 回

行きました。特筆すべきは地下鉄に駅員さんがいない

こと、改札口がないことです。不定期に検札して、違

反者から罰金を取るとのことです。コストダウンの政

策が感じられました。

公式訪問中は現地の通訳付でしたが、それ以外は参

加者の総意で行動しました。13 名の最年長は 82 歳の

Ｓさん、平均年齢71歳、全員無事で帰国できたことを

感謝し、今年の夏、涼しい国でボランティア訪問が完

了したことを市長に報告しました。Ｔ団長ありがとう

ございます。

Ｄanke  Schoen（ダンケシェーン）
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